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webデータを用いたブナ科樹種の関心度調査
 

本橋　篤*

Survey of interest level in Fagaceae using web data

Atsushi Motohashi* 

はじめに

　人と生き物は，食料，資材，教育，玩具をはじめと
したエンターテインメントなどと多様な分野で関わり
がある（後藤ほか， 2003； 真鍋ほか，2007；太田ほか，
2012；松井ほか，2013；敷田， 2014）．近年，人と生物
の関係性において，webデータを用いた研究が行われ
ており，特定の生物への検索数や関心度は文化，社会，
地域，イベントなど様々な要因によって変化してい
ることが報告されている（Takada, 2010，2011，2012，
2013；Fukano and Soga, 2019；Fukano et al., 2020；
Joseph et al., 2021）． Takada（2010，2011，2012，2013）
による研究では，昆虫類の分類群や，国，時期によっ
て特定の生物種の関心度が異なることが報告されてい
る．また，関心度の増加が保全意識や寄付行動にも影
響していることも報告されているため（Fukano et al., 
2020），人が特定の生物への関心度がどれほどである
かを調べることは， 種の保全や保護などにおいて，重
要な指標となる可能性がある．
ブナ科樹種は，日本における代表的な広葉樹であり（福
嶋・岩瀬，2005），様々な生物に利用される資源とし
て重要な役割を持つ（唐沢，1978；寺澤ほか，1995；
藤田，1996；水谷ほか，2013）．また，ブナ科樹種は，
日本における人の文化や社会に様々な関わりを持っ
ている．例えば，カシワ（Quercus dentata Thunb.）の
葉を利用した柏餅（服部ほか，2007a，b； 館野・大久

保，2012）やスダジイ（Castanopsis sieboldii (Makino) 

Hatus.） や マ テ バ シ イ（Lithocarpus edulis (Makino)

Nakai）堅果を食べ物としての利用（和田，2010；寺嶋，
2016），ブナ科樹種を市街地や街路樹として植栽（石
田ほか，1998；古野ほか，2014），資材としてマテバ
シイの利用（寺嶋，2016），ブナ科樹種や堅果を用い
た教育 （横山，2006；頓所ほか，2016）など，多様に
活用されており，人の文化と根強い関連性があると言
える．
　日本において，在来種として自生するブナ科樹種は
22種である（山中ほか，1993）．それぞれのブナ科樹
種と人との関わりについての研究は様々な観点から行
われている．その一方で，それぞれの樹種への関心度
がどれほどあるのか，関心度に違いがあるかについて
は十分に検討されていない．前述のように，植物の中
でもブナ科樹種は，過去から現在までに人の文化との
関係が知られることから，様々な要因で人の関心の対
象となることが予想される．さらに，ブナ科樹種によっ
て人の文化との関わり方が異なることから，関心度に
も違いが出ることが予想される．これらの差について
考察を行うことは，人と生物の関係を理解するための
試みとして，人文・社会科学そして自然科学の両面に
おいて重要である．さらには， ブナ科樹種の食物や資
材としての利用には季節性があることが指摘されてお
り（館野・大久保，2012），それは関心度の時系列な
変動に影響を与えている可能性がある． 
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　生物に対する人の関心度は，Webデータ解析を行う
ことで解明できる可能性がある．Wikipediaは，Webデー
タの１つであり，2015年 7月 1日以降における各項
目のページの 1日当たりおよび 1カ月当たりの閲覧数
を公開している（https://pageviews.toolforge.org/, 2021年
7月 6日閲覧）．現在，Wikipediaの閲覧数を用いて特
定の単語における関心度の傾向を調べる研究が国内外
で行われており，生物に関する単語の閲覧数が生物種
や時期によって異なることが報告されている （Fukano 

et al., 2021 ; Mittermeier et al., 2021）．日本においても，
Wikipediaのデータを用いた研究としては，Fukano and 

Soga（2019）における研究で，動物に関連するアニ
メーションの放映時間において，アニメーションに
登場した動物の閲覧数が短時期で増加したことが報
告されている．また，Mittermeier et al.（2021）の研究
では，251言語版のWikipediaに掲載されている 10099

種の鳥類のWikipediaページに関連する 7億 5700万の
Wikipediaページビューを利用し，Wikipediaの閲覧数
が社会的関心のパターンを定量化するのに有用である
ことを示している．これらのことから，いくつかの種
で人の文化との関わりが良く知られるブナ科樹種への
関心度についても，Wikipediaの閲覧数データを用い
ることで定量化できる可能性がある．そこで本調査で
は，ブナ科樹種への関心度について webデータを用い
て定量化し，各樹種との比較や時系列的な変動を調べ
たので報告する．
 

方　法

　調査の対象とした樹種は，日本に自生するブナ科
樹種の中でも在来種のクリ （Castanea crenata Siebold 

et Zucc．），ツブラジイ（Castanopsis cuspidata (Thunb.) 

Schottky），スダジイ，ブナ（Fagus crenata Blume） ，イ
ヌブナ （F. japonica Maxim．），マテバシイ，シリブカガ
シ（L. glaber (Thunb.) Nakai），アカガシ （Quercus acuta 

Thunb.），クヌギ （Q. acutissima Carruth.），ナラガシワ（Q. 
aliena Blume），ミズナラ（Q. crispula Blume），カシワ，
イチイガシ（Q. gilva Blume），アラカシ（Q. glauca 

Thunb.），ハナガガシ（Q. hondae Makino），オキナワ
ウラジロガシ（Q. miyagii Koidz.），シラカシ（Q. myr-
sinifolia Blume），ウバメガシ（Q. phillyreoides A. Gray），
ウラジロガシ（Q. salicina Blume），コナラ（Q. serrata 

Murray），ツクバネガシ（Q. sessilifolia Blume），アベマ
キ（Q. variabilis Blume）の 22種である．

各樹種の関心度を調査するために，Wikipediaのペー
ジビュー分析（https://pageviews. toolforge. org/）の閲覧
数を用いた．ページビュー分析では，日付（2015年
7月 1日からデータ取得日前日までのデータが取得可
能），データ型（日別または月別），プロジェクト（ど
の言語のWikipediaを検索するか），プラットフォーム
（すべて，デスクトップ，モバイルアプリ，モバイルウェ
ブ，の 4つの検索タイプから選択），エージェント（利
用者，クローラ，自動，の 3つの検索タイプから選択）
について入力および選択する．本研究では，日付は
2015年 7月 1日から 2021年 2月 28日，データ型は日
別と月別の両方，プロジェクトは日本語版Wikipedia，
プラットフォームはすべて，エージェントは利用者を
入力および選択してデータの取得を行った．解析には，
大きく分けて 2つのことを実施した．まず，種ごとの
日・月別の平均閲覧数に違いがあるかを検証するため
に，Steel-Dwassの多重比較（有意水準  0.05）を行った．
次に，各種の閲覧数の時系列変化を調べるために，日
別の閲覧数を用いて時系列解析を行い，2015年 7月 1

日から 2021年 2月 28日の閲覧数からトレンド，周期
変動，不規則変動の 3つの要素を抽出した．なお，時
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各ブナ科樹種の閲覧数の月平均および日平均（平均±
標準偏差）．
日平均のクリの閲覧数における括弧内は，特異的に閲
覧数が多かった 1日（2019/9/17）を除外した際の平均
値を示している．

第 1 表．

順位 堅果種 月別 日別
1 クリ 10850.89±6234.72 356.45±371.6

2 ブナ 7514.85±1163.75 246.81±86.69

3 クヌギ 7490.47±2194.82 245.68±98.64

4 コナラ 3816.35±687.94 125.11±31.59

5 ミズナラ 3546.45±601.16 116.47±31.37

6 カシワ 3439.54±1674.56 112.85±106.62

7 スダジイ 3021.35±705.83 99.16±35.77

8 ウバメガシ 2881.73±512.6 94.54±56.67

9 シラカシ 2714.61±502.93 89.07±26.68

10 マテバシイ 2409.25±863.36 78.95±37.02

11 アラカシ 1750.41±340.65 57.5±20.15

12 ウラジロガシ 1405.69±209.13 46.18±12.92

13 アベマキ 1167.11±261.16 38.32±15.66

14 アカガシ 895.2±155.97 29.39±11.12

15 イチイガシ 676.36±101.23 22.21±7.34

16 ツブラジイ 676.35±461.2 22.17±22.74

17 シリブカガシ 487.95±517.57 15.99±52.55

18 ナラガシワ 402.57±134.65 13.18±6.62

19 イヌブナ 332.11±71.13 10.9±5.38

20 オキナワウラジロガシ 322.8±116.1 10.61±6.24

21 ツクバネガシ 235.52±43.55 7.73±3.77

22 ハナガガシ 156.66±38.63 5.21±3.69

閲覧数 (平均 ± 標準偏差)
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系列解析を行う前に，ADF検定を実施し，それぞれ
の種のデータが定常過程であることを確認した（有意
水準 0.05）．

結果および考察

　まず，種ごとのWikipedia閲覧数の月平均と日平均
を第 1表に示す．月平均および日平均はクリ，ブナ，
クヌギ，コナラ，ミズナラの順で高かった．また，日
平均に関して，クリにおいての 2019年 9月 17日の閲
覧数が 14287回と，特異的に多い日が存在した．そこ
で，この日の閲覧数を除いた日平均の閲覧数を算出し
たが，順位に変わりはなかった．次に，種ごとの日・
月別の平均閲覧数に違いがあるかについて多重比較を
用いて調べた結果，日別ではシリブカガシとナラガシ
ワ，月別ではイヌブナとオキナワウラジロガシ，イヌ
ブナとシリブカガシ，イヌブナとナラガシワ，ウバメ
ガシとシラカシ，ウバメガシとスダジイ，カシワとシ
ラカシ，カシワとスダジイ，クヌギとブナ，クリとブナ，

コナラとミズナラ，シラカシとスダジイ，シリブカガ
シとナラガシワの組み合わせで差が認められなかった
が、これら以外の組み合わせでは、閲覧数に有意な差
が認められた（有意水準 0.05）（第 1-2図，付表）．こ
のようなことから，種によって人の関心が異なること
が示唆された．樹種ごとの関心度は， それぞれの樹種
において人の文化と関連性がどれほどあるかによって
異なる可能性がある．例えば，食用や林業，娯楽など
に用いられるかどうかによって種の知名度に差が生じ
ていることが考えられる．
　Wikipedia閲覧数の月別での変動を見ると， 5月頃や
7月から 9月の秋期にピークを持つ種が多く確認され
た（第 3図）． さらに，時系列解析の結果，閲覧数の
トレンドは種によって異なっていたが，季節変動に
ついては，本研究の対象である 2015年から 2021年に
おいてカシワやシリブカガシといった特異的な変動パ
ターンを示すものが認められるものの，年ごとに見る
と変動パターンが類似する傾向にあると考えられる
（第 4図）．本研究で対象としたブナ科樹種は，春（4

樹種ごとの平均日別閲覧数．
箱ひげ図内の白点は平均値を示す．

第 1 図．
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月から 6月）に開花および受粉（シリブカガシのみは
秋期）を行い （山中ほか， 1993），秋に堅果を生産する．
そのため，該当する時期において，花や堅果の観察が
行われたため，閲覧数が高まった可能性がある．また，
クヌギでは 7月及び 8月において閲覧数が高かった（第
3図）．クヌギは，樹液の流出が 6月中旬から 7月中旬
にピークとなり，樹液を採餌しに来たクワガタムシ類
やジャノメチョウ類が観察されている（津吹， 2003；
大澤， 2005）．このような樹木からの樹液や昆虫の観察
や収集などのイベントによっても閲覧数が上昇した可
能性がある．さらに，時系列解析の結果，閲覧数は種
によってイレギュラーなピークが見られたものの，年
ごとの時系列変化を見ると基本的な変動パターンは類
似していた．また，クリでは，人の食用として多く利
用される秋期（8月から 10月頃）に閲覧数の強いピー
クを持つことが確認された．カシワでは，4月から 6

月ごろに閲覧数が増加する傾向があり，カシワでは端
午の節句の周辺時期に増加していることが示唆され

た．これは， 端午の節句ではかしわ餅が多く食べられ
ていることが報告されており（館野・大久保， 2012），
このような食文化によって上昇した可能性がある．人
と生物との関係は多様であるため，種レベルでの事例
を調査するのみならず，属レベルなど広いスケールに
着目して，その傾向を明らかにすることも大切である
と考える．そのため，本研究のように人による生物へ
の関心度の変動パターンを示すことは，人と生物の関
係性を客観的に評価することができる手法の 1つとな
る可能性がある． 

　Wikipediaをはじめとした web検索データなどの閲
覧数は，多様な要因によって変化するとされ，具体的
には，特定のイベント・地域的な出現・観察頻度・国
内外で取引されている種などが挙げられる （Fukano et 
al., 2020；Millard et al., 2020；Mittermeier et al., 2021）．
ブナ科樹種は，人の文化や社会において，食べ物とし
ての関わりだけではなく，自然観察の対象や資材，植
林，教育などで利用されている（横山，2006）．ブナ
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第 2 図．
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科樹種は大きな傾向としては開花期・結実期に人の関
心の対象となる他にも，クリやカシワであれば人の食
や文化，クヌギであれば樹液とそれに集まる昆虫に関
連して関心度が上昇すると考えられる．今後，ブナ科
樹種の関心度の差や変動パターンのさらなる詳細な考

察のためには，それぞれの種固有の事例を明らかにし
てゆく他にも，要因の複合的な作用にも着目する必要
があると考えられる．

樹種ごとの平均月別閲覧数．
箱ひげ図内の白点は平均値を示す．
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本橋　篤

A B
グループ1 グループ2 t.value P value グループ1 グループ2 t.value P value

アカガシ アベマキ 24.15 <0.01 アカガシ アベマキ 6.87 <0.01
アカガシ アラカシ 48.14 <0.01 アカガシ アラカシ 9.97 <0.01
アカガシ イチイガシ 26.17 <0.01 アカガシ イチイガシ 8.15 <0.01
アカガシ イヌブナ 52.63 <0.01 アカガシ イヌブナ 10.06 <0.01
アカガシ ウバメガシ 55.40 <0.01 アカガシ ウバメガシ 10.06 <0.01
アカガシ ウラジロガシ 42.10 <0.01 アカガシ ウラジロガシ 9.53 <0.01
アカガシ オキナワウラジロガシ 51.84 <0.01 アカガシ オキナワウラジロガシ 10.05 <0.01
アカガシ カシワ 55.48 <0.01 アカガシ カシワ 10.06 <0.01
アカガシ クヌギ 55.67 <0.01 アカガシ クヌギ 10.06 <0.01
アカガシ クリ 55.69 <0.01 アカガシ クリ 10.06 <0.01
アカガシ コナラ 55.56 <0.01 アカガシ コナラ 10.06 <0.01
アカガシ シラカシ 54.90 <0.01 アカガシ シラカシ 10.06 <0.01
アカガシ シリブカガシ 46.27 <0.01 アカガシ シリブカガシ 9.34 <0.01
アカガシ スダジイ 55.21 <0.01 アカガシ スダジイ 10.06 <0.01
アカガシ ツクバネガシ 55.09 <0.01 アカガシ ツクバネガシ 10.06 <0.01
アカガシ ツブラジイ 31.72 <0.01 アカガシ ツブラジイ 7.02 <0.01
アカガシ ナラガシワ 48.86 <0.01 アカガシ ナラガシワ 9.81 <0.01
アカガシ ハナガガシ 55.33 <0.01 アカガシ ハナガガシ 10.06 <0.01
アカガシ ブナ 55.67 <0.01 アカガシ ブナ 10.06 <0.01
アカガシ マテバシイ 53.18 <0.01 アカガシ マテバシイ 10.05 <0.01
アカガシ ミズナラ 55.56 <0.01 アカガシ ミズナラ 10.06 <0.01
アベマキ アラカシ 35.10 <0.01 アベマキ アラカシ 8.58 <0.01
アベマキ イチイガシ 41.92 <0.01 アベマキ イチイガシ 9.74 <0.01
アベマキ イヌブナ 54.55 <0.01 アベマキ イヌブナ 10.06 <0.01
アベマキ ウバメガシ 53.86 <0.01 アベマキ ウバメガシ 10.06 <0.01
アベマキ ウラジロガシ 21.89 <0.01 アベマキ ウラジロガシ 5.78 <0.01
アベマキ オキナワウラジロガシ 54.04 <0.01 アベマキ オキナワウラジロガシ 10.06 <0.01
アベマキ カシワ 54.40 <0.01 アベマキ カシワ 10.06 <0.01
アベマキ クヌギ 55.61 <0.01 アベマキ クヌギ 10.06 <0.01
アベマキ クリ 55.66 <0.01 アベマキ クリ 10.06 <0.01
アベマキ コナラ 55.07 <0.01 アベマキ コナラ 10.06 <0.01
アベマキ シラカシ 52.42 <0.01 アベマキ シラカシ 10.04 <0.01
アベマキ シリブカガシ 50.79 <0.01 アベマキ シリブカガシ 9.45 <0.01
アベマキ スダジイ 53.03 <0.01 アベマキ スダジイ 10.05 <0.01
アベマキ ツクバネガシ 55.52 <0.01 アベマキ ツクバネガシ 10.06 <0.01
アベマキ ツブラジイ 42.33 <0.01 アベマキ ツブラジイ 8.71 <0.01
アベマキ ナラガシワ 52.82 <0.01 アベマキ ナラガシワ 10.02 <0.01
アベマキ ハナガガシ 55.46 <0.01 アベマキ ハナガガシ 10.06 <0.01
アベマキ ブナ 55.63 <0.01 アベマキ ブナ 10.06 <0.01
アベマキ マテバシイ 46.34 <0.01 アベマキ マテバシイ 9.58 <0.01
アベマキ ミズナラ 55.03 <0.01 アベマキ ミズナラ 10.06 <0.01
アラカシ イチイガシ 53.44 <0.01 アラカシ イチイガシ 10.06 <0.01
アラカシ イヌブナ 55.54 <0.01 アラカシ イヌブナ 10.06 <0.01
アラカシ ウバメガシ 43.29 <0.01 アラカシ ウバメガシ 9.62 <0.01
アラカシ ウラジロガシ 20.59 <0.01 アラカシ ウラジロガシ 6.29 <0.01
アラカシ オキナワウラジロガシ 55.37 <0.01 アラカシ オキナワウラジロガシ 10.06 <0.01
アラカシ カシワ 46.81 <0.01 アラカシ カシワ 9.74 <0.01
アラカシ クヌギ 55.62 <0.01 アラカシ クヌギ 10.06 <0.01
アラカシ クリ 55.67 <0.01 アラカシ クリ 10.06 <0.01
アラカシ コナラ 52.51 <0.01 アラカシ コナラ 10.04 <0.01
アラカシ シラカシ 39.18 <0.01 アラカシ シラカシ 9.03 <0.01
アラカシ シリブカガシ 53.86 <0.01 アラカシ シリブカガシ 9.47 <0.01
アラカシ スダジイ 41.39 <0.01 アラカシ スダジイ 9.49 <0.01
アラカシ ツクバネガシ 55.70 <0.01 アラカシ ツクバネガシ 10.06 <0.01
アラカシ ツブラジイ 50.84 <0.01 アラカシ ツブラジイ 9.44 <0.01
アラカシ ナラガシワ 55.22 <0.01 アラカシ ナラガシワ 10.06 <0.01
アラカシ ハナガガシ 55.52 <0.01 アラカシ ハナガガシ 10.06 <0.01
アラカシ ブナ 55.64 <0.01 アラカシ ブナ 10.06 <0.01
アラカシ マテバシイ 22.25 <0.01 アラカシ マテバシイ 5.41 <0.01
アラカシ ミズナラ 51.85 <0.01 アラカシ ミズナラ 10.05 <0.01
イチイガシ イヌブナ 45.51 <0.01 イチイガシ イヌブナ 10.01 <0.01
イチイガシ ウバメガシ 55.71 <0.01 イチイガシ ウバメガシ 10.06 <0.01
イチイガシ ウラジロガシ 51.48 <0.01 イチイガシ ウラジロガシ 10.06 <0.01
イチイガシ オキナワウラジロガシ 45.08 <0.01 イチイガシ オキナワウラジロガシ 9.56 <0.01
イチイガシ カシワ 55.72 <0.01 イチイガシ カシワ 10.06 <0.01
イチイガシ クヌギ 55.72 <0.01 イチイガシ クヌギ 10.06 <0.01
イチイガシ クリ 55.72 <0.01 イチイガシ クリ 10.06 <0.01
イチイガシ コナラ 55.72 <0.01 イチイガシ コナラ 10.06 <0.01
イチイガシ シラカシ 55.54 <0.01 イチイガシ シラカシ 10.06 <0.01
イチイガシ シリブカガシ 34.94 <0.01 イチイガシ シリブカガシ 7.86 <0.01
イチイガシ スダジイ 55.67 <0.01 イチイガシ スダジイ 10.06 <0.01
イチイガシ ツクバネガシ 52.58 <0.01 イチイガシ ツクバネガシ 10.06 <0.01
イチイガシ ツブラジイ 12.46 <0.01 イチイガシ ツブラジイ 3.66 <0.05
イチイガシ ナラガシワ 37.78 <0.01 イチイガシ ナラガシワ 8.69 <0.01
イチイガシ ハナガガシ 54.60 <0.01 イチイガシ ハナガガシ 10.06 <0.01
イチイガシ ブナ 55.72 <0.01 イチイガシ ブナ 10.06 <0.01
イチイガシ マテバシイ 55.18 <0.01 イチイガシ マテバシイ 10.06 <0.01
イチイガシ ミズナラ 55.72 <0.01 イチイガシ ミズナラ 10.06 <0.01
イヌブナ ウバメガシ 55.73 <0.01 イヌブナ ウバメガシ 10.06 <0.01

Steel-Dwassの多重比較（A：日別における比較，B: 月別における比較）の結果．Steel-Dwassの多重比較の結果における
灰色の箇所は有意な差が認められなかった組み合わせを示している．

付　表．
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ブナ科樹種の関心度調査

A B
グループ1 グループ2 t.value P value グループ1 グループ2 t.value P value

イヌブナ ウラジロガシ 55.41 <0.01 イヌブナ ウラジロガシ 10.06 <0.01
イヌブナ オキナワウラジロガシ 4.09 <0.01 イヌブナ オキナワウラジロガシ 2.41 0.70
イヌブナ カシワ 55.73 <0.01 イヌブナ カシワ 10.06 <0.01
イヌブナ クヌギ 55.73 <0.01 イヌブナ クヌギ 10.06 <0.01
イヌブナ クリ 55.73 <0.01 イヌブナ クリ 10.06 <0.01
イヌブナ コナラ 55.73 <0.01 イヌブナ コナラ 10.06 <0.01
イヌブナ シラカシ 55.71 <0.01 イヌブナ シラカシ 10.06 <0.01
イヌブナ シリブカガシ 11.88 <0.01 イヌブナ シリブカガシ 2.79 0.40
イヌブナ スダジイ 55.72 <0.01 イヌブナ スダジイ 10.06 <0.01
イヌブナ ツクバネガシ 21.31 <0.01 イヌブナ ツクバネガシ 7.86 <0.01
イヌブナ ツブラジイ 35.19 <0.01 イヌブナ ツブラジイ 9.33 <0.01
イヌブナ ナラガシワ 12.15 <0.01 イヌブナ ナラガシワ 3.10 0.21
イヌブナ ハナガガシ 38.95 <0.01 イヌブナ ハナガガシ 9.88 <0.01
イヌブナ ブナ 55.73 <0.01 イヌブナ ブナ 10.06 <0.01
イヌブナ マテバシイ 55.67 <0.01 イヌブナ マテバシイ 10.06 <0.01
イヌブナ ミズナラ 55.73 <0.01 イヌブナ ミズナラ 10.06 <0.01
ウバメガシ ウラジロガシ 52.73 <0.01 ウバメガシ ウラジロガシ 10.06 <0.01
ウバメガシ オキナワウラジロガシ 55.70 <0.01 ウバメガシ オキナワウラジロガシ 10.06 <0.01
ウバメガシ カシワ 10.70 <0.01 ウバメガシ カシワ 1.49 <0.01
ウバメガシ クヌギ 54.19 <0.01 ウバメガシ クヌギ 10.05 <0.01
ウバメガシ クリ 55.01 <0.01 ウバメガシ クリ 10.06 <0.01
ウバメガシ コナラ 34.36 <0.01 ウバメガシ コナラ 7.42 <0.01
ウバメガシ シラカシ 3.69 <0.05 ウバメガシ シラカシ 1.82 0.97
ウバメガシ シリブカガシ 54.96 <0.01 ウバメガシ シリブカガシ 9.63 <0.01
ウバメガシ スダジイ 5.21 <0.01 ウバメガシ スダジイ 0.69 1.00
ウバメガシ ツクバネガシ 55.73 <0.01 ウバメガシ ツクバネガシ 10.06 <0.01
ウバメガシ ツブラジイ 53.81 <0.01 ウバメガシ ツブラジイ 9.75 <0.01
ウバメガシ ナラガシワ 55.71 <0.01 ウバメガシ ナラガシワ 10.06 <0.01
ウバメガシ ハナガガシ 55.54 <0.01 ウバメガシ ハナガガシ 10.06 <0.01
ウバメガシ ブナ 54.56 <0.01 ウバメガシ ブナ 10.06 <0.01
ウバメガシ マテバシイ 19.69 <0.01 ウバメガシ マテバシイ 4.76 <0.01
ウバメガシ ミズナラ 28.68 <0.01 ウバメガシ ミズナラ 6.29 <0.01
ウラジロガシ オキナワウラジロガシ 55.14 <0.01 ウラジロガシ オキナワウラジロガシ 10.06 <0.01
ウラジロガシ カシワ 53.81 <0.01 ウラジロガシ カシワ 10.06 <0.01
ウラジロガシ クヌギ 55.70 <0.01 ウラジロガシ クヌギ 10.06 <0.01
ウラジロガシ クリ 55.72 <0.01 ウラジロガシ クリ 10.06 <0.01
ウラジロガシ コナラ 55.02 <0.01 ウラジロガシ コナラ 10.06 <0.01
ウラジロガシ シラカシ 50.11 <0.01 ウラジロガシ シラカシ 10.03 <0.01
ウラジロガシ シリブカガシ 53.22 <0.01 ウラジロガシ シリブカガシ 9.47 <0.01
ウラジロガシ スダジイ 50.89 <0.01 ウラジロガシ スダジイ 10.05 <0.01
ウラジロガシ ツクバネガシ 55.68 <0.01 ウラジロガシ ツクバネガシ 10.06 <0.01
ウラジロガシ ツブラジイ 48.91 <0.01 ウラジロガシ ツブラジイ 9.26 <0.01
ウラジロガシ ナラガシワ 54.85 <0.01 ウラジロガシ ナラガシワ 10.06 <0.01
ウラジロガシ ハナガガシ 55.51 <0.01 ウラジロガシ ハナガガシ 10.06 <0.01
ウラジロガシ ブナ 55.71 <0.01 ウラジロガシ ブナ 10.06 <0.01
ウラジロガシ マテバシイ 38.45 <0.01 ウラジロガシ マテバシイ 8.88 <0.01
ウラジロガシ ミズナラ 55.01 <0.01 ウラジロガシ ミズナラ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ カシワ 55.71 <0.01 オキナワウラジロガシ カシワ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ クヌギ 55.72 <0.01 オキナワウラジロガシ クヌギ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ クリ 55.72 <0.01 オキナワウラジロガシ クリ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ コナラ 55.71 <0.01 オキナワウラジロガシ コナラ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ シラカシ 55.67 <0.01 オキナワウラジロガシ シラカシ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ シリブカガシ 14.90 <0.01 オキナワウラジロガシ シリブカガシ 4.25 <0.01
オキナワウラジロガシ スダジイ 55.68 <0.01 オキナワウラジロガシ スダジイ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ ツクバネガシ 16.50 <0.01 オキナワウラジロガシ ツクバネガシ 5.62 <0.01
オキナワウラジロガシ ツブラジイ 36.07 <0.01 オキナワウラジロガシ ツブラジイ 8.40 <0.01
オキナワウラジロガシ ナラガシワ 15.33 <0.01 オキナワウラジロガシ ナラガシワ 4.55 <0.01
オキナワウラジロガシ ハナガガシ 35.40 <0.01 オキナワウラジロガシ ハナガガシ 9.61 <0.01
オキナワウラジロガシ ブナ 55.72 <0.01 オキナワウラジロガシ ブナ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ マテバシイ 55.59 <0.01 オキナワウラジロガシ マテバシイ 10.06 <0.01
オキナワウラジロガシ ミズナラ 55.72 <0.01 オキナワウラジロガシ ミズナラ 10.06 <0.01
カシワ クヌギ 50.97 <0.01 カシワ クヌギ 8.84 <0.01
カシワ クリ 52.98 <0.01 カシワ クリ 9.26 <0.01
カシワ コナラ 24.11 <0.01 カシワ コナラ 5.24 <0.01
カシワ シラカシ 13.56 <0.01 カシワ シラカシ 3.24 0.14
カシワ シリブカガシ 55.04 <0.01 カシワ シリブカガシ 9.68 <0.01
カシワ スダジイ 4.29 <0.01 カシワ スダジイ 0.91 1.00
カシワ ツクバネガシ 55.72 <0.01 カシワ ツクバネガシ 10.06 <0.01
カシワ ツブラジイ 54.05 <0.01 カシワ ツブラジイ 9.80 <0.01
カシワ ナラガシワ 55.71 <0.01 カシワ ナラガシワ 10.06 <0.01
カシワ ハナガガシ 55.54 <0.01 カシワ ハナガガシ 10.06 <0.01
カシワ ブナ 51.75 <0.01 カシワ ブナ 8.87 <0.01
カシワ マテバシイ 26.10 <0.01 カシワ マテバシイ 5.55 <0.01
カシワ ミズナラ 17.40 <0.01 カシワ ミズナラ 4.25 <0.01
クヌギ クリ 19.51 <0.01 クヌギ クリ 3.85 <0.05
クヌギ コナラ 50.59 <0.01 クヌギ コナラ 9.88 <0.01
クヌギ シラカシ 55.06 <0.01 クヌギ シラカシ 10.06 <0.01
クヌギ シリブカガシ 55.46 <0.01 クヌギ シリブカガシ 10.06 <0.01
クヌギ スダジイ 53.23 <0.01 クヌギ スダジイ 10.05 <0.01
クヌギ ツクバネガシ 55.72 <0.01 クヌギ ツクバネガシ 10.06 <0.01



50
本橋　篤

A B
グループ1 グループ2 t.value P value グループ1 グループ2 t.value P value

クヌギ ツブラジイ 55.33 <0.01 クヌギ ツブラジイ 10.06 <0.01
クヌギ ナラガシワ 55.72 <0.01 クヌギ ナラガシワ 10.06 <0.01
クヌギ ハナガガシ 55.57 <0.01 クヌギ ハナガガシ 10.06 <0.01
クヌギ ブナ 4.00 <0.05 クヌギ ブナ 1.04 1.00
クヌギ マテバシイ 54.51 <0.01 クヌギ マテバシイ 10.02 <0.01
クヌギ ミズナラ 52.38 <0.01 クヌギ ミズナラ 9.95 <0.01
クリ コナラ 54.71 <0.01 クリ コナラ 10.05 <0.01
クリ シラカシ 55.62 <0.01 クリ シラカシ 10.06 <0.01
クリ シリブカガシ 55.52 <0.01 クリ シリブカガシ 10.06 <0.01
クリ スダジイ 55.01 <0.01 クリ スダジイ 10.06 <0.01
クリ ツクバネガシ 55.72 <0.01 クリ ツクバネガシ 10.06 <0.01
クリ ツブラジイ 55.50 <0.01 クリ ツブラジイ 10.06 <0.01
クリ ナラガシワ 55.72 <0.01 クリ ナラガシワ 10.06 <0.01
クリ ハナガガシ 55.57 <0.01 クリ ハナガガシ 10.06 <0.01
クリ ブナ 17.18 <0.01 クリ ブナ 3.39 0.09
クリ マテバシイ 55.39 <0.01 クリ マテバシイ 10.06 <0.01
クリ ミズナラ 55.00 <0.01 クリ ミズナラ 10.05 <0.01
コナラ シラカシ 35.52 <0.01 コナラ シラカシ 8.06 <0.01
コナラ シリブカガシ 55.18 <0.01 コナラ シリブカガシ 9.90 <0.01
コナラ スダジイ 25.64 <0.01 コナラ スダジイ 5.79 <0.01
コナラ ツクバネガシ 55.72 <0.01 コナラ ツクバネガシ 10.06 <0.01
コナラ ツブラジイ 54.49 <0.01 コナラ ツブラジイ 9.95 <0.01
コナラ ナラガシワ 55.72 <0.01 コナラ ナラガシワ 10.06 <0.01
コナラ ハナガガシ 55.56 <0.01 コナラ ハナガガシ 10.06 <0.01
コナラ ブナ 52.84 <0.01 コナラ ブナ 10.06 <0.01
コナラ マテバシイ 39.07 <0.01 コナラ マテバシイ 7.83 <0.01
コナラ ミズナラ 10.32 <0.01 コナラ ミズナラ 2.33 0.76
シラカシ シリブカガシ 54.86 <0.01 シラカシ シリブカガシ 9.59 <0.01
シラカシ スダジイ 8.24 <0.01 シラカシ スダジイ 2.30 0.78
シラカシ ツクバネガシ 55.72 <0.01 シラカシ ツクバネガシ 10.06 <0.01
シラカシ ツブラジイ 53.58 <0.01 シラカシ ツブラジイ 9.71 <0.01
シラカシ ナラガシワ 55.67 <0.01 シラカシ ナラガシワ 10.06 <0.01
シラカシ ハナガガシ 55.53 <0.01 シラカシ ハナガガシ 10.06 <0.01
シラカシ ブナ 55.35 <0.01 シラカシ ブナ 10.06 <0.01
シラカシ マテバシイ 15.78 <0.01 シラカシ マテバシイ 3.74 <0.05
シラカシ ミズナラ 29.82 <0.01 シラカシ ミズナラ 7.22 <0.01
シリブカガシ スダジイ 54.94 <0.01 シリブカガシ スダジイ 9.68 <0.01
シリブカガシ ツクバネガシ 30.05 <0.01 シリブカガシ ツクバネガシ 8.45 <0.01
シリブカガシ ツブラジイ 23.68 <0.01 シリブカガシ ツブラジイ 6.08 <0.01
シリブカガシ ナラガシワ 0.50 1.00 シリブカガシ ナラガシワ 0.02 1.00
シリブカガシ ハナガガシ 43.71 <0.01 シリブカガシ ハナガガシ 9.93 <0.01
シリブカガシ ブナ 55.47 <0.01 シリブカガシ ブナ 10.06 <0.01
シリブカガシ マテバシイ 54.53 <0.01 シリブカガシ マテバシイ 9.58 <0.01
シリブカガシ ミズナラ 55.14 <0.01 シリブカガシ ミズナラ 9.83 <0.01
スダジイ ツクバネガシ 55.72 <0.01 スダジイ ツクバネガシ 10.06 <0.01
スダジイ ツブラジイ 53.84 <0.01 スダジイ ツブラジイ 9.79 <0.01
スダジイ ナラガシワ 55.69 <0.01 スダジイ ナラガシワ 10.06 <0.01
スダジイ ハナガガシ 55.54 <0.01 スダジイ ハナガガシ 10.06 <0.01
スダジイ ブナ 54.14 <0.01 スダジイ ブナ 10.06 <0.01
スダジイ マテバシイ 20.79 <0.01 スダジイ マテバシイ 5.11 <0.01
スダジイ ミズナラ 18.94 <0.01 スダジイ ミズナラ 4.54 <0.01
ツクバネガシ ツブラジイ 46.73 <0.01 ツクバネガシ ツブラジイ 10.06 <0.01
ツクバネガシ ナラガシワ 31.32 <0.01 ツクバネガシ ナラガシワ 8.76 <0.01
ツクバネガシ ハナガガシ 24.26 <0.01 ツクバネガシ ハナガガシ 8.47 <0.01
ツクバネガシ ブナ 55.72 <0.01 ツクバネガシ ブナ 10.06 <0.01
ツクバネガシ マテバシイ 55.72 <0.01 ツクバネガシ マテバシイ 10.06 <0.01
ツクバネガシ ミズナラ 55.72 <0.01 ツクバネガシ ミズナラ 10.06 <0.01
ツブラジイ ナラガシワ 25.66 <0.01 ツブラジイ ナラガシワ 6.95 <0.01
ツブラジイ ハナガガシ 52.21 <0.01 ツブラジイ ハナガガシ 10.06 <0.01
ツブラジイ ブナ 55.38 <0.01 ツブラジイ ブナ 10.06 <0.01
ツブラジイ マテバシイ 52.80 <0.01 ツブラジイ マテバシイ 9.60 <0.01
ツブラジイ ミズナラ 54.37 <0.01 ツブラジイ ミズナラ 9.90 <0.01
ナラガシワ ハナガガシ 44.82 <0.01 ナラガシワ ハナガガシ 9.97 <0.01
ナラガシワ ブナ 55.72 <0.01 ナラガシワ ブナ 10.06 <0.01
ナラガシワ マテバシイ 55.57 <0.01 ナラガシワ マテバシイ 10.06 <0.01
ナラガシワ ミズナラ 55.72 <0.01 ナラガシワ ミズナラ 10.06 <0.01
ハナガガシ ブナ 55.57 <0.01 ハナガガシ ブナ 10.06 <0.01
ハナガガシ マテバシイ 55.53 <0.01 ハナガガシ マテバシイ 10.06 <0.01
ハナガガシ ミズナラ 55.56 <0.01 ハナガガシ ミズナラ 10.06 <0.01
ブナ マテバシイ 54.97 <0.01 ブナ マテバシイ 10.06 <0.01
ブナ ミズナラ 53.77 <0.01 ブナ ミズナラ 10.06 <0.01
マテバシイ ミズナラ 35.48 <0.01 マテバシイ ミズナラ 7.19 <0.01




